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               論   文   の   要   旨 
 
全動物種の 75％を占める、陸上で最も繁栄している六脚類 Hexapoda（広義の昆虫類 Insecta s. lat.）の基部
分岐は、『内顎類 Entognatha［＝欠尾類 Ellipura（＝カマアシムシ目 Protura＋トビムシ目 Collembola）＋コム










































               審   査   の   要   旨 
 
論文内容についての審査の中で、最もクリティカルな質疑として「本学位論文での観察結果の客観性、信頼
性」に関する批判があった。これに対し、富塚茂和氏は、コメントされた個々の発生形質ごと、そのような結
論に至った論考過程を説明、観察結果は十分な妥当性を備えているとの説得力のある論駁を行った。よって、
これらの観察結果を基に展開された形態学的ならびに系統学的議論は極めて妥当なものであり、本論文は今後
の昆虫比較発生・形態学のみならず昆虫系統学の発展に多いに資する労作であると判断された。また、これを
なした富塚茂和氏の研究者としての資質は大いに評価できる。 
平成27年2月2日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもとに論文の審査及び最終試験を行い、
本論文について著者に説明を求め、関連事項について質疑応答を行った。その結果、審査委員全員によって合
格と判定された。 
よって、著者は博士（理学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものとして認める。 
